
子ども手当が支給されます 
　4月から、次世代の社会を担う子どもの
健やかな育ちを支援するため、これまでの
「児童手当」に代わり、「子ども手当」が支
給されます。　 
対象児童s中学校修了までの児童 
支給額s月額１万3,000円 
支給月s6月、10月、2月 
所得制限sなし 
申　請s 
・児童手当を所得制限などで受給できなか
ったかたと、4月から中学2年生・3年
生になるかたは申請が必要です。4月下
旬に申請書を送付します 
・中学１年生までの生徒、児童で、児童手
当を受給していたかたは申請が不要です。
ただし、6月に現況届の提出が必要とな
ります（後日案内） 
・新生児については、出生届提出時に申請
してください 
臨時窓口の設置 
　4月25日（日）～27日（火）に臨時窓口を
設置します。 

勝山市 政策提案募集 
　勝山市政に関する政策提案を募集します。

いただいた提案は、今後のまちづくりのア

イデアとして、第5次勝山市総合計画策

定などに活用していきます。 

募集期限s5月7日（金） 

募集内容s3人以上のグループ（各種団体・

サークル、友人・知人同士、職域など）

で考えた市政に関する政策提案 

※市内外は問いません。ただし、宗教およ

び政治団体は除きます 

応募方法s所定の応募用紙に必要事項をご

記入のうえ、未来創造課宛に持参もしく

は郵送でお送りください。なお、郵送の

場合は、封筒に「勝山市政策提案」と明

記してください 

※応募用紙は、未来創造課にあります。ま

た、勝山市ホームページからダウンロー

ドできます 

提案内容の公開s応募された提案は、その

要旨をホームページで公開します 

福祉・児童課（187‐0777） 問 

未来創造課（188‐1115） 応 ・ 問 

勝山南部中学校 勝山中部中学校 勝山北部中学校 

（仮称） 

　勝山中学校 

　現在の成器西小学

校の活用を軸に検討

します。 

鹿谷小学校 荒土小学校 北郷小学校 

（仮称） 

　北部小学校 

　現在の勝山北部中

学校の活用を軸に検

討します。 

村岡小学校 野向小学校 成器西小学校 

（仮称） 

　中部小学校 

　現在の勝山中部中

学校の活用を軸に検

討します。 

平泉寺小学校 三室小学校 成器南小学校 

Ａ案 B案 
（仮称）南部小学校 （仮称）南部小学校 

新体育館 新体育館 

　現在の成器南小
学校の活用を軸に検
討します。 

　現在の勝山南部
中学校の活用を軸に
検討します。 

　現在の勝山南部中
学校の活用を軸に検
討します。 

　現在の成器南小学
校の活用を軸に検討
します。 

　全国クラスの大会が
開催できる体育館がな
いため、市民の新体育
館建設への期待が高ま
ってます。 

　長尾山総合公園第2
期事業は諸般の事情か
ら休止中。 

　現在休止となっている「健康の森ゾーンに
おける総合運動公園」整備の廃止および新た
な展開に着手します。 

小中学校再編にあたり 
特に留意する事項 

1．再編後の小中学校児童生徒の通学手段

の確保を図ります 

2．再編後の新小学校における放課後児童

対策の充実を図ります 

3．再編後の遊休施設化する各地区の小学

校施設の活用を図ります 

勝山市の重要政策課題…………………………………… 

小中学校の再編 
新体育館の建設 

長尾山総合公園第2期事業 
　未来に向かって望ましい教育環境の整備、市民のスポーツ振興と
選手の育成強化、総合公園整備に対する新しい視点での提案、これ
らを一体的にとらえ、いずれも同時期に整備の方針を定めていきます。 

現　　　　　在 市の方向性（素案） 
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未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

今
、
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
少
子
化
に

よ
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
っ
て
複
式
学

級
が
増
え
て
お
り
、
ま
た
、
希
望
す
る
部
活

動
が
自
分
の
中
学
校
に
な
い
た
め
、
学
区
を

越
え
た
入
学
を
希
望
す
る
例
が
あ
り
ま
す
。

市
内
の
公
立
中
学
校
の
生
徒
数
は
、
平
成

２１
年
の
7
3
0
人
が
平
成
２７
年
に
は
6
0
1

人
へ
、
同
じ
く
公
立
小
学
校
の
児
童
数
は
、

1
2
7
0
人
が
1
1
0
3
人
へ
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
人
間
教

育
、
勉
強
、
部
活
動
な
ど
に
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
小
中
学
校
の
再
編

は
必
ず
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
施

策
で
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
市
長
と
な
ん
で
も

語
ろ
う
会
や
そ
の
他
の
座
談
会
な
ど
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

そ
の
中
で
多
く
寄
せ
ら
れ
た
「
市
と
し
て

の
方
向
性
を
示
す
べ
き
だ
」
と
の
要
請
に
お

答
え
す
る
た
め
、
小
中
学
校
の
再
編
、
新
体

育
館
の
建
設
、
長
尾
山
総
合
公
園
の
新
た
な

展
開
と
を
一
体
的
に
と
ら
え
て
、
未
来
を
見

据
え
た
勝
山
市
と
し
て
の
素
案
を
提
示
し
ま

す
。小

中
学
校
の
再
編

中
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
北
部
、
中
部
、

南
部
の
3
中
学
校
を
１
つ
の
中
学
校
に
再
編

し
ま
す
。
再
編
後
の
中
学
校
の
位
置
は
、
か

つ
て
の
勝
山
中
学
校
の
跡
地
で
あ
る
、
現
在

の
成
器
西
小
学
校
の
活
用
を
軸
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

次
に
、
小
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
9
校

あ
る
公
立
小
学
校
を
、
現
在
の
中
学
校
区
に

合
わ
せ
て
3
つ
の
小
学
校
に
再
編
し
ま
す
。

北
部
エ
リ
ア
は
、
北
郷
、
荒
土
、
鹿
谷
の

3
小
学
校
を
再
編
し
て
、（
仮
称
）
北
部
小

学
校
を
置
き
ま
す
。
再
編
後
の
学
校
の
位
置

は
、
現
在
の
勝
山
北
部
中
学
校
の
活
用
を
軸

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

中
部
エ
リ
ア
は
、
成
器
西
、
野
向
、
村
岡

の
3
小
学
校
を
再
編
し
て
、（
仮
称
）
中
部

小
学
校
を
置
き
ま
す
。
再
編
後
の
学
校
の
位

置
は
、
現
在
の
勝
山
中
部
中
学
校
の
活
用
を

軸
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

南
部
エ
リ
ア
は
、
成
器
南
、
三
室
、
平
泉

寺
の
3
小
学
校
を
再
編
し
、（
仮
称
）
南
部

小
学
校
を
置
き
ま
す
。
再
編
後
の
学
校
の
位

置
は
、
新
体
育
館
の
建
設
予
定
地
と
併
せ
て

検
討
す
る
も
の
と
し
、
現
段
階
で
は
Ａ
案
、

Ｂ
案
の
2
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

新
体
育
館
の
建
設

Ａ
案
は
、
現
在
の
成
器
南
小
学
校
を
、

（
仮
称
）
南
部
小
学
校
と
し
、
現
在
の
勝
山

南
部
中
学
校
に
新
体
育
館
の
建
設
を
検
討
す

る
も
の
で
す
。

Ｂ
案
は
、
Ａ
案
と
は
逆
に
、
現
在
の
勝
山

南
部
中
学
校
を
（
仮
称
）
南
部
小
学
校
と
し
、

現
在
の
成
器
南
小
学
校
に
新
体
育
館
の
建
設

を
検
討
す
る
も
の
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
平
成
３０
年
開
催
の
国

民
体
育
大
会
に
向
け
て
、
既
存
の
体
育
館
の

利
用
活
用
と
と
も
に
、
全
国
ク
ラ
ス
の
大
会

開
催
が
可
能
な
新
体
育
館
を
建
設
し
ま
す
。

長
尾
山
総
合
公
園
第
2
期
事
業

最
後
に
、
長
尾
山
総
合
公
園
第
2
期
事
業

の
見
直
し
は
、
地
元
地
権
者
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
現
在
休
止
と
な
っ
て
い
る
「
健
康

の
森
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
総
合
運
動
公
園
」
整

備
を
廃
止
し
、
新
た
な
展
開
に
着
手
し
ま
す
。

再
編
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

小
中
学
校
再
編
後
は
、
通
学
に
支
障
を
き

た
す
児
童
生
徒
に
対
し
、
通
学
バ
ス
の
整
備

を
し
て
対
応
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
新
小
学

校
に
お
け
る
放
課
後
児
童
対
策
の
充
実
と
あ

わ
せ
て
、
各
地
区
に
お
け
る
児
童
の
健
全
育

成
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
再
編
後

に
遊
休
施
設
化
す
る
各
地
区
小
学
校
の
、
地

域
に
お
け
る
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

平
成
３２
年
度
末
ま
で
に
実
現

こ
の
素
案
を
も
と
に
留
意
事
項
を
整
理

し
、
「
市
長
と
な
ん
で
も
語
ろ
う
会
」
や

「
地
区
別
座
談
会
」「
中
学
校
区
別
の
座
談
会
」

な
ど
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
様
と
議
論
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
２２
年
度
中

に
策
定
す
る
「
第
5
次
勝
山
市
総
合
計
画
」

に
位
置
づ
け
、
そ
の
計
画
期
間
で
あ
る
平
成

３２
年
度
末
ま
で
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。


